
①

②

平
成

五
月
の
ス
ポ
ッ
ト
展
示

19
中
世
文
書
を
読
む
（
三
）

も

ん

じ

ょ

毛
利
輝
元
の
文
書
②

も

う

り

て

る

も

と

こ
れ
は
、
戦
国
大
名
の

毛
利
輝
元
が
書
い
た
手
紙
で
す
。

こ
の
展
示
で
は
、

こ
の
手
紙
を
題
材
に
、

手
紙
を
読
み
解
く
過
程
と

そ
の
楽
し
さ
を

み
な
さ
ん
と
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

番
号
順
（
①
～
⑬
）
に
見
て
い
っ
て
ね
。

く
ず
し
字
じ
ゃ
あ
、

何
が
書
い
て
あ
る
か

わ
か
ら
ん
よ
。

ど
う
読
む
ん
？

今
の
こ
と
ば
に

直
し
た
ら
、

こ
の
よ
う
に
な
る
よ
。

【
現
代
語
訳
】



④ ③

⑤

⑥

今
回
は
、
登
場
す
る
人
名
や

輝
元
の
花
押
か
ら
、
時
代
を
推
理
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

毛
利
輝
元
は
永
禄
八
年
（
一
五
六
五
）
に

も
う
り
て
る
も
と

え
い
ろ
く

元
服
（
成
人
）
し
、
「
少
輔
太
郎
輝
元
」
と

げ
ん
ぷ
く

し
ょ
う
の
た
ろ
う

名
乗
り
ま
す
。「
右
馬
頭
」
を
名
乗
る
の
は
、

う
ま
の
か
み

天

正
三
年
（
一
五
七
五
）
頃
か
ら
で
す
。

て
ん
し
ょ
う

宛
先
の
吉
川
元
春
は
輝
元
の
叔
父
で
、
天

正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
十
一
月
に
死
亡
し

ま
す
。

次
に
、
輝
元
の
花
押
に
注
目
し
ま
す
。

上
の
表
の
、

図
１
は
、
前
回
（
第
２
回
に
）
紹
介
し
た

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
の
も
の
、

図
２
は
、
第
一
回
に
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
た

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
も
の
、

図
３
は
、
今
回
初
め
て
お
見
せ
し
ま
す
が
、

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
、

そ
れ
ぞ
れ
花
押
で
す
。

こ
れ
ら
と
見
比
べ
る
と
、

こ
こ
に
展
示
し
た
輝
元
の
手
紙
の
花
押
は
、

図
３
の
天
正
十
四
年
の
も
の
に

最
も
似
と
る
じ
ゃ
ろ
。

じ
ゃ
け
ぇ
、

こ
の
手
紙
は

天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
頃
に

書
か
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
ぁ
。

ふ
ー
ん
。
じ
ゃ
あ
、

こ
の
手
紙
、
い
つ

書
か
れ
た
ん
？

今
回
は
、
何
に
注
目
す
る
ん
？
。

花
押
、
そ
れ
と
も
登
場
人
物
？
。

な
る
ほ
ど
！

じ
ゃ
あ
、
こ
の
手
紙
は

天
正
三
年
～
十
四
年

（
一
五
七
五
～
八
六
）
の
間

に
書
か
れ
た
ん
じ
ゃ
ね
。



⑧ ⑦

⑨

⑩

史跡吉川氏城館跡 吉川元春館跡の石垣

（館内に見える屋根は、復元された台所・倉庫のもの）

洞
春
寺
っ
て
、

な
に
？
。

毛
利
輝
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
元
就
の

菩
提
寺
で
す
。

今
の
安
芸
高
田
市
吉
田
町
の

郡
山
城
の
麓
に
あ
り
ま
し
た
。

洞
春
寺
は
、

「
「
石
組
」
を
築
き
た
い
の
で
「
中
村
方
」
を

派
遣
し
て
ほ
し
い
」

と
、
輝
元
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
輝
元
は

元
春
お
じ
ち
ゃ
ん
に
申
し
入
れ
た
の
で
す
。

ど
う
や
ら
、
「
中
村
方
」
は
元
春
の
配
下
に
い

た
よ
う
で
す
。

「
中
村
方
」
っ
て
誰
？
。

「
石
組
」
の
工
事
を

依
頼
さ
れ
て
い
る
の
で
、

石
組
・
石
垣
づ
く
り
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
も
、
吉
川
氏
と
関
係
を

取
り
結
ん
だ
職
人
集
団
。

と
こ
ろ
で
、

吉
川
氏
と
関
係
が
あ
る

石
垣
職
人
と
い
え
ば
、

「
石
つ
き
之
も
の
共
」

（
石
築
の
者
共
）

と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
が

い
ま
す
。

彼
ら
は
、

天
正
十
九
年
（
一
五
九
一
）

十
月
に
広
島
城
下
町
の

堀
川
の
運
河
を

造
っ
て
い
る
し
、

翌
年
に
は

厳
島
の
石
垣
も

築
き
ま
し
た
。

現
在
の
北
広
島
町
に
あ
る
吉
川
元
春
館
跡
や

元
春
の
長
男
元
長
の
菩
提
寺
万
徳
院
跡
の

石
垣
も
、
彼
ら
「
石
つ
き
之
も
の
共
」
が

造
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

吉
川
元
春
館
の
石
垣
は

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
五
月
頃
、

万
徳
院
の
石
垣
は

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
頃
の

築
造
と
思
わ
れ
ま
す
。



参道

史跡吉川氏城館跡 万徳院跡

の石垣

⑪

⑬

「
中
村
方
」
と

「
石
つ
き
之
も
の
共
」
は

同
じ
職
人
な
ん
？

そ
し
て
、
こ
の
平
田
屋
惣
右
衛
門
は
、

江
戸
時
代
に
は
広
島
城
下
町
の
町
人
頭
を
務
め
ま
す
が
、

そ
の
子
孫
は
後
に
没
落
し
て
平
田
屋
町
を
立
ち
退
き
、

「
中
村
」
と
名
乗
り
ま
す
。

平
田
屋
惣
右
衛
門
の
本
姓
は
「
中
村
」
じ
ゃ
っ
た
ん
じ
ゃ
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

「
中
村
方
」
と
「
平
田
屋
惣
右
衛
門
」
は
同
一
人
物
で
、

そ
の
土
木
部
門
が
「
石
つ
き
之
も
の
共
」
で
あ
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

⑫広
島
城
下
町
の
堀
川
と
は
、
「
平
田
屋
川
」
の
こ
と
。

平
田
屋
川
は

平
田
屋
惣
右
衛
門
が
開
削
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
と
る
。

平
田
屋
惣
右
衛
門
は
、

吉
川
氏
の
所
領
の
出
雲
国
の
平
田
の
出
身
で
、

平
田
の
代
官
を
務
め
、

「
平
田
屋
」
と
名
乗
っ
て
経
済
活
動
を
行
い
、

杵
築
（
出
雲
）
大
社
の
「
御
供
宿
」
を
経
営
し
、

後
に
は
毛
利
氏
の
特
権
商
人
に
な
り
ま
し
た
。

い
わ
ば
、
多
角
経
営
企
業
体
を
運
営
す
る

武
士
的
商
人
で
し
た
。

つ
ま
り
、「
石
つ
き
之
も
の
共
」
は
、

平
田
屋
惣
右
衛
門
が
率
い
る
「
企
業
体
」
の

土
木
部
門
に
当
た
る
と
思
わ
れ
ま
す
。


